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ドロ縄であれ何縄であれ開館したからには「資
料館」の存在を学内外に広報しなければなりませ
ん。開館の翌 1999年からそのための広報誌「歴
史資料館ニュース」（季刊）を刊行しました。以下
枠内は「ニュース」（創刊号 6月 1日）の抜粋です。
創刊号には、テープカットでご祝辞をちょうだ
いした高橋雄造東京農工大学教授（現学術調査
大塚 久 員）が本学で担当された「科学史」の課題として
有澤豊志 約 300人の学生に課されたレポート‘‘歴史資料館
＊編集後記 を見て'’の一部を掲載させていただきました。
歴史資料館ニュース
1999年夏季（創刊）号 6月 1日発行
発行責任者 田中正智
電気通信大学歴史資料館
電話： 0424-43-5296
内容
◇歴史資料館がオープンしました •••…… p. 1 
◇歴史資料館へようこそ ………………… p. J 
◇新入生の感想 •••………..................... P. 2 
◇“モールス遍信お別れ会”を取材して… P. 3 
◇熱烈款迎喰ホ浜工程大学視察団 ．．．．． p. 3 
◇体験空間としての博物館 ……………… P. 4 
◇これからの展示予定 …………………… p. 4 
◇歴史資料館がオープンしました
テープカット (1998年1月2日：庶務課提供）左から弓場 IS研究科長、安永学部長、
有山学長、宮坂名誉教授、湯川学生部長、矢部図書館長
ー
以下は感想文の一部です。この感想を読んで私
はドロ縄を絢った甲斐があったと感激しました。
空調なしの寒い夜はコートを着て、甘酒ならぬウ
イスキーのビンを座右に原稿を書きました。天井
からの雨漏りにも、裏の草むらからはい出す蛇に
も、おどろかなくなったのです。
新収蔵品紹介
米国コリンズ(COLLI NS)社製軍用全波
受信機R-390A/URRについて
中村治彦
◇新入生の感想
0 大学内に歴史資料館があることに驚いた。同肢にこ
の大学は長い歴史と高い誇りをもった大学なのたと思
った。 （略）堅苦しいところをイメージしていたのだ
が、内部の明るさと、優しそうな係りの人にとりあえ
ずほっとした。 （略）私の目に飛び込んできたのは、
たくさんの大きな機械だった。 （略）機械類には全く
の初心者なので、また少し不安になった。 （略）
左側をみると通信の歴史のパネルがたくさん並べら
れていた。その中に映画「タイタニック」の写真があ
って、タイタニック号が初めてSOS信号を使った船で
あることや、その遭難をきっかけに無線電信が重要視
され始めたことなどが書いてあって、親しみやすい話
題のおかげで不安は典味へと変わった。・・・ (H科
M. K.) 
〇 私は、この歴史資料館に来る前は全くと言っていい
程、情報通信や電気通信を知らなかった。しかしここ
へ来ることにより、すべてではないが情報通信の歴史
を少しでも身につけることができてよかったと思う。
歴史資料館を見て感じたことは、ここ数百年の間に
情報通信の技術は急激に変化していて、電気通信大学
もそれに合わせて、学科をいろいろと変化させてここ
まで来たということでした。
私もこの電通大生の一人として、情報通信と電気通
信大学に何かしらの役に立てばすばらしいことだと思
います。・・・ (E科 A. T.) 
〇 歴史賓料館には、たくさんの歴史的に重要なものが
保管されていた。なかには、かなりの年月がたってい
るものもあるが、保管状態はいいといえると思う。こ
れは歴史資料館を担当している人が普段から気を付け
ているおかげなのだろう。これからも、きちんと手入
れをしていい状態で保管し続けてはしいものです。
(C科 Y. M.) 
しかし・・・、上記の感想とは裏はらに、個人
で「資料館」を訪ねて来る学生はまばらでした。
いうまでもなく、学生達は所定の単位を取らない
と卒業できないし、卒業しなければ就職もできま
せん。卒業や就職に関係ないことに関心を向ける
ヒマはないのです。その学生達にどのように「資
料館」に目を向けさせるのか・・・。「ニュース」
を教職員全員のほかに、希望する学生にも配布し
たが一向に反応はありません。学生に聴かせるた
めの大学の「歴史」です。学生に見せるための展
示にほかなりません。開館と同時に私の悩みがま
たひとつふえました。 （その 2おわり）
先般、当ミュージアムに寄贈を受けた題記受信
機について概要を説明します。
コリンズ社は 1933年米国アイオワ州で設立さ
れ、アマチュア無線機や放送機等を製作していま
したが、第 2次世界大戦中に軍用無線機メーカー
として発展、戦後 1946年にはアマチュアバンド
用高級短波受信機 75Aシリーズを開発、これをベ
ースに業務用全波受信機 51]シリーズ（米軍用名
称R-388)が出来上がりました。
さらに 1950年には米軍の要求により最高の性
能を目指したR-390が開発され、 1954年に本機の
コストパーフォーマンスを改善した R-390Aが出
現しました。
これら一連の受信機は短波帯における受信安定
度、受信周波数読み取り精度を高めるため一般の
受信機とは異なる独特の回路方式を採用しており、
その高い性能は「コリンズ方式」として賞賛され
ました。
すなわち本方式はスーパーヘテロダイン受信回路
をダブルコンバージョンとして第 1局発を水晶制御
による固定周波数とし、低い周波数の第 2局発お
よび中間周波 (IF)段を可変同調回路として安定し
た発振、受信同調をとる方法を採用しています。
また従来は困難であった受信機ダイアル目盛で
lkHzまで直読可能なように 1バンドの受信範囲を
1MHzに設定、これを実現するため第 2局発 (VFO)
?
の周波数可変範囲を 1MHzにして受信ダイアルい
っぱいに広げています。従って例えば 1,.._,30MHzま
で連続カバーするには 30バンドの切替が必要に
なります。
しかし通常の受信機で行われている LC回路の
同調周波数をバリコン (VariableCondenser)で変
化させる方式ですと同調周波数が対数曲線的に変
化し、ダイアルの周波数目盛が等間隔にならず低
域で広く高域で狭く読みづらくなります。
これを解決するためコリンズ社が採用したのが
LC回路の Cではなく Lを変化させる方式で、具体
的にはコイルボビンの中に圧粉鉄心(DustCore) 
棒を入れ、これを機械的に上下させることにより
インダクタンスを直線的に変化させるμ （ミュー）
同調方式です。
このため第 2局発の VFOは PTO(Permeability
Tuned Oscillator)の回転軸により発振コイル内
のダストコアーを出し入れし、フロントエンド部、
可変中間周波部は同調コイル中のダストコアーを
スラグラックに取り付けこれを上下させ同調周波
数を変化させています。
75Aシリーズおよび 51]シリーズは受信周波数
表示に横行ダイアル指針の示す数値を読み取るア
ナログ方式を使っていましたが、 R-390シリーズ
では数字で直接周波数を表示するデジタル方式を
採用、当時は数字表示用の計数管や液晶板がまだ
なかったためメカニカル・カウンターが使用され、
受信同調機構と周波数表示カウンターの連動に極
めて複雑精巧なギアメカニズムが開発されました。
R-390シリーズはこのように優れた特徴的構造
を持つ受信機であったため米軍では 1960年代ま
で本機種を「TOPSECRET」に指定していました。
[R-390A主要諸元］
受信周波数 0. 5,.._,3zMHz 32バンド切替
回路構成 0. 5,.._,8MHz トリプルスーパーヘテロダイン
8,.._,32MHzダブルスーパーヘテロダイン
使用真空管数 24本
受信機の高安定度保持や受信周波数のデジタル
表示などは PLLシンセサイザー方式の開発により
当たり前になり、さらにソフトウエアラジオが一
般化しつつある今日、人智を尽くしたとも言える
コリンズ方式のメカニズムはもはや前世紀の遣物
的存在になりましたが、科学技術分野における人
類の努力の一例が垣間見えるように思えます。
（おわり）
新収蔵品紹介
長崎無線電信局の送信機について
石島巖
長崎海岸局 (JOS)で活躍した中波送信機が
寄贈されました。これは、 NTT情報ネットワー
ク総合研究所において保存されていたもので、廃
棄される運命にあったものを、同所より寄贈され
る真空管を受け取りに行かれた槙学術調査員がこ
のことを知り、当館に譲り受ける筋道を作って頂
いたことにより、当館に保存されることになった
ものです。善は急げと、 7月26日に搬入され、
第一展示室に落ち着きました。
長崎海岸局はNTTが商船を通信の相手方とす
る14局の海岸局の中に在って、短波を主体とす
る銚子海岸局 (JCS)と並ぶ二大海岸局であり、
銚子無線局が主として太平洋方面を担当し、長崎
無線局は主として南洋諸島、インド洋、ペルシャ
湾、紅海、欧州方面を担当する海岸局でありまし
た。船舶通信に従事した経験者ならば、この局と
通信した経験のない人はいないでしょう。 1 9 0 
8年7月に、大瀬崎無線電信局として開局し、 1 
?
9 3 2年11月に長崎県諫早市に移転、送信所を
愛野に置きました。当時は、ジャガイモ畑の真ん
中であったといいます。長崎海岸局は戦前、戦後
の90年間をモールス通信一本で活躍した海岸局
で、島原街道を通り雲仙に向かう観光バスの車内
ラジオに、 483kHzのモールス通信がよく混
信したものでした。とても耳触りのよいトンツー
であったので、ガイド嬢もなれていて、“これは長
崎無線局が海外に向かう商船との無線通信です”
などと説明したものでした。この長崎無線もGM
DSS （海上における遭難と安全のための全世界
的な制度）によってモールス通信の存在意義が無
くなり、中波局は 19 9 7年3月31日に閉局し、
短波局も 19 9 9年1月31日に閉局しました。
今回、寄贈された送信機は、昭和35年に日本無
線（株）で製造された装置で、昭和54年まで使
用されたものです。大切に使用されていたようで
保存状態は良好です。出力はA2A電波500W
で、送信周波数は500kHz, 483kHz, 
512kHzです。出力段の真空管はP2 70 X 
3で、何故X3なのかが疑問なのですが、おそら
く、 A2A電波を 500Wで発射するためにプレ
ート変調、所謂、大電力変調するために、終段出
力管に供給するプレート電力を変調信号周波数に
よって正しく変動させて置く必要があるからであ
ろうと思うのですが、如何なものでしょうか。回
路図がないので確かめられませんが、船舶用の送
信機では800Hzの出力の電動発電機が使われ
ていたのでA2Aの変調には整流回路の平滑用コ
ンデンサーを外すだけでよかったものが、 60H
zの陸上電源ではG2変調などでは変調出力は2
割程に低下してしまうから“プレート変調にする
か、元の出力を lkW以上にして置くしかないわ
けだ”などと無線機器学を思い出している次第で
あります。ところで、長崎の中波というのは、い
よいよ、遥かヨーロッパ方面に向かおうとする船
舶が以後の通信を短波に切り替えたい時に、“アト
タンパ タノム’'と依頼してゆく局なのです。
モールス通信での電報は海岸局からのコールサイ
ンによる一括呼出し（トラヒック・リスト／ TL)
という方法がとられています。 JOSの中波では
毎偶数時の 5分過ぎから、送信すべき電報を持っ
ている船舶の呼出し符号をアルファベット順に呼
び出します。また、船舶が自局の通信圏に在るこ
とがわかっている船舶に対しては500kHzで
随時呼び出します。このような通信環境から、短
波に移るということは、以後は、中波のTLで呼
ばないで、短波のTLにのせてくださいと依頼す
るわけで、船舶側では以後、中波のTLは聞こえ
ないので、短波のTLだけを聞くことになります。
JOSの短波のTLは、毎偶数時の30分過ぎか
ら8706kHzなどで行われます。船舶側から
も動静を報せます。
00マルヨコハマ ヨリ ロンドンユキ。 O 
0マルシンガポールハッコウベ ETA
1 7ヒ。このように、とても大事な無線局で、こ
のミュージアムの宝物の一つであることは間違い
ないでしょう。
（おわり）
広幅複写機開発の話（その 1)
櫻井徹男
2001年に発売しグッドデザイン賞を受賞したAO複写機
1.初めに
この話が皆様にとって面白いかは疑問ですが、
今までに余りなじみのない内容であると思います
ので興味を持って読んで戴けると幸いです。ミュ
ージアムニュース 1号にご紹介したように、私は
芝電気で無線関係の仕事をしていましたが、日立
?
電子に吸収され社名が日立芝電より日立電子にな
ったーか月後の 1973年5月に退職し、先に転職し
ていた世古さんの縁で（株）リコーにお世話にな
り64歳のシニア定年まで38年間勤務し 2013年4
月に完全退職しました。この間はほぼ広幅複写機
の開発に携わりリコーの広幅機の商品開発に最初
から参加してきました。同僚の技術者が他の職場
に異動し富士Xerox社（富士写真フィルム株式会
社と英ランク・ゼロックス（現ゼロックス・リミ
テッド）社』との合弁会社として 1962年に誕生し
た事務機メーカ）が先行しており、これに追いつ
くことを目標に商品開発を続け 1989年にデジタ
ル技術を導入した広幅機の発売でついに追抜きま
した。広幅機開発の中での苦労や思い出を記して
いきます。
2．広幅複写機とは
普段皆様が使用する複写機（コピー機）は上限
がA3サイズ（最近はA3伸びと呼ばれる少し大き
いサイズがコピーできる複写機もでています）で
事務用機と呼ばれていますこれより大きいA2サ
イズ (594mmX420mmで約新聞 lページ）以上
をコピーできる機械を広幅機と呼んでいます。英
語ではWideformatと表記します。悔外での区分
はAlサイズ以上を広幅にしています。なぜ日本と
海外では異なるのかというと海外ではA2サイズ
（米国ではCサイズ）の図面が殆どなく Al,AOサ
イズ（米国ではD,Eサイズ）がコピーできる複写機
しか売れないためです。日本で何故A2サイズが存
在するかというと建築図面がA2サイズを多用し
ていることが大きいと思います。 A2サイズは机の
上で描くことができるサイズで縮尺しても見にく
くならないことも一因だと思います。皆さんも家
を建てる時に建築事務所から提出された図面はA2
サイズだったはずです。その他サッシメーカもA2
サイズで図面を書きます。これは四つ折りして営
業が鞄に入れ持ち運び易いためと聞きました。上
記の様にA2機は建築業者、建築設計事務所、サッ
シ業者、新聞社で良く使われています。
また用紙として標準で 150m巻のロール紙を使
用しているので最大AO幅 (841mm)での長尺、
JISの定型サイズではなく長さが2倍 (2AOと表記
する）、 3倍 (3AO)またはそれ以上の縦長で 10m
を超える場合も有ります。このような長尺図面は
鉄道、プラント、自動車メーカ (CAD図面では車
の全長分： 6mを描く）で良く使われます。まれに
入社式、卒業式等の垂れ幕に使われる場合も有り
ます。これらの大判図面をコピーできる機械が広
幅複写機です。デジタル機になってからは大判ス
キャナー、大判プリンターの複合機としての機能
も持つようになりました。
3．複写機の歴史と原理
カーボン紙を使わないで複写が出来ないかと考
えたアメリカ人のチェスター •F ・カールソンによ
って 1938年に静電複写の基本技術が発明され、そ
の特許を米ハロイド社（現在のゼロックス）が買
い取り製品開発を進め、 1959年に世界初の事務用
普通紙間接静電複写機 (PPC複写機）が開発され
ました。感光体にセレンを使用することが特許に
なっていたため、国内各社はセレンの代わりの感
光体を模索し、キャノンはCDS（硫化カドミウム
セル）を使用したNPプロセスの複写機を 1969年
に発売し、コニカ（当時は小西六）は酸化亜鉛を
感光体にした複写機を 1970年代に発売していま
した。海外でも OPC（有機感光体）を使用した複
写機が発売されていました。現在はOPCが主流で
アモルファスシリコンも一部で使われています。
セレンはパンクロマチック特性に近いので使われ
ましたが感度が低く後に Se-TeやSe-As合金が使
われ感度が増加しました。
次に原理動作を説明します。複写機は電子写真
と呼ばれているようにまず感光体を静電気で帯電
させます。セレン感光体の時は絶縁耐圧の関係か
ら60,.__,70Vです。帯電は帯電器（チャージャ）
と呼ばれる幅20"'-'40mm程のコの字形状や半円の
金属ケースの中心に80μ,mの細いタングステンワ
イヤを張りこれに十6KV程度の高圧を印加しコロ
?
ナ放電を起こさせます。放電により発生したプラ
スイオンが感光体上に付着し電荷が蓄積し電位が
上昇します。電位上昇はドラムに流れる放電電流
（全放電電流の 10"-'15% ）と帯電器の幅とドラ
ムの回転速度で決まります。等価的には感光体が
持つ容量をドラムに流れる電流で帯電器を通過す
る時間分充電した結果の電位になります。式で表
すと V=l/Cx S idt です。 6Kvに対して 1/10程
度のチャージになるため感光体のばらつきで帯電
電位が左右されます。これを軽減するために帯電
器のドラム対抗面側にグリッド (2mm位の幅で長
手方向にステンレス線を数条貼りこれにバイアス
電圧を印加する）を設け制御しています。この帯
電器をスコロトロンと呼び、グリッドを設けない
ものをコロトロンと呼んでいます。次に帯電され
た部分に画像を投影します。すると画像の無い部
分は光が来るために導電状態、画像のあるところ
は光が遮られているため、非導電状態で画像に対
応した電位差が生まれます。この状態を潜像と呼
びます。次の工程が現像で磁気ブラシ現像が主流
で、アルミのスリーブ内部に固定磁石を 4~5本入
れスリーブが回転するようにしています。現像ス
リーブには現像バイアス電圧をセレンの場合は十
10,.__, + 150V程度印加してあります。スリーブが
回転するとキャリアとトナーが混合している二成
分現像材（他に磁性トナーだけを使用する一成分
現像材もあります）が汲み上がります。キャリアは
球形が80um程の鉄やフェライト等の磁性材料の
上にプラスティクをコーティングしておりトナー
と呼ばれるプラスティックとカーボンを混ぜ細か
＜砕いた（粉砕トナーと呼ばれるもの、他に重合
で作るトナーがある）粒径が 5"-'lOumのもので
これを撹拌させるとキャリヤのプラスティクとト
ナーのプラスティクが摩擦帯電します。帯電系列
から材料を選びトナーがマイナスになる様にしま
す。トナーはキャリヤの周りに静電付着し現像ス
リーブが回転しドラムに現像材が触れます。感光
体上の潜像にトナーがこすれるとキャリヤとの静
引力よりもドラムからの静電引力が大きくなる
部分、つまり画像が有る部分でトナーがドラム上
に移動します。画像の無い部分は導電状態になっ
た時に電位が下がっています (lOOV以下）のでト
ナーは移動しません。トナーによって現像された
わけです。この状態を顕像と呼びます。潜像、顕
像共に鏡像です。次は用紙に転写します。これも
静電気で転写チャージャと呼ばれる帯電器で用紙
の裏面に l.5KV,.._,3KVの電位を与えます。そうする
と用紙は静電引力でドラムに密着しトナーはドラ
ムとの静電吸引力よりも用紙の静電引力が強いた
め用紙上に捕捉されますが用紙は未だドラムに張
り付いているのでドラムから引き離す（分離）た
めに背面の電荷をACコロナ（プラスとマイナスの
イオンが交互に発生、500HzのAC高圧電源を使用）
で中和させますが完全にゼロにしてしまうと用紙
に捕捉されていたトナーが再びドラム上に戻って
しまいますのでそうならない程度のプラス電位に
なるように AC電源に直流バイアスを印加してあ
ります。用紙は腰が有るため転写電界が弱まると
ドラムから剥がれて行きます。最近の事務機は転
写ベルトを使用するものが多く転写ベルトに吸着
させて分離したり、細いローラの曲率で分離させ
るものも有ります。分離された用紙は絶縁された
搬送ベルトで定着ローラに運ばれます。絶縁させ
ない用紙の背面の静電気が逃げてしまい、 トナー
が散ってしまいます。定着ローラは上側がヒート
ローラと呼ばれアルミの円筒上にテフロンを焼成
し離形性を良くし内部に lKW程のハロゲンヒータ
を入れ表面温度を 180℃前後に制御しています。
長さ方向は寸胴ではなく中央が端部よりも細い鼓
形状に加工してあります。これは温度が 100℃を
超えるため用紙に含まれている水分が蒸発し用紙
が縮みますが、不均ーに縮むと徽が出来るために
外側に寄せる力を加え均ーにするためです。定着
を抜けると用紙は0.5％程度縮んでいますが、放置
すると空気中の水分を吸ってほぼもとに戻ります。
下側のローラは柔らかめのシリコン樹脂を巻きっ
?
けたもので外側にテフロンチューブを被せていま
す。ローラ間には圧力がかかっており下側のロー
ラは変形して 5mm程の幅を持っています（ニッ
プ幅と呼ぶ）。この幅を用紙が通過する時に温度と
圧力で用紙上のトナーが融け定着（接着）されま
す。定着方法としては他に赤外線ヒータを用いた
オーブン方式、セラミックローラを用いたサーフ
ェース方式、フラッシュ光を持ちいたフラッシュ
方式、 IHとベルトを用いた IH方式が有ります。
（その 1おわり）
学術調査員紹介
大塚久
1930（昭和 5)年 9月
13日、東京（港区）で生
れました。慶応義塾の幼
稚舎に入り、そのまま大
学に進みました。殆どの
仲間が経済か医科に行っ
たのに、僅か 2-3人だけ
苦労して工学部に入りま
した。私は「一人っ子」
だったため、小さい頃は「じいや」を相手に遊ぶ
ことが多かったようです。田町の鉄橋の上から汽
車や電車の絵を描いたり、模型の機関車を作った
り、やがてラジオ少年となり、鉱石や真空管のラ
ジオを作ったりしていました。その流れで電気科
に入ったのですが、数学が苦手でした。
1952（昭和 27)年、東芝に入社しましたが、重
電に行けと云われ、心ならずも発電所や大工場用
の超大型発電機やモーターの運転試験課に配属さ
れて土方のような重労働をやらされました。毎日、
ベトベトに油が浸みた作業衣を洗濯させられた家
内は大変だったと思います。 1967年、重電機器の
輸出のため米国に現地法人が出来た際、技術屋が
必要とてサンフランシスコに赴任しました。当初
は一人きりで南北アメリカをカバーする必要があ
ったため、仕事は大変きつく、年間の半分以上が
出張作業でした。子供がいなかったため、最初は
3年位との約束だったのに 18年半も連続で駐在す
る結果となりました。この間、無い時間を工面し
て仲間を作り、その人たちの影響で真空管を集め
始めました。
1986年、定年が近づいたため、泣く泣く？帰国
しました。その後、第二会社に勤務した後、 1994
年に 64歳で目出度くフリーとなりました。
2005年春、「けものへん」仲間の集まり「電子
管史研究会」の槙氏を通して、電通大から自分が
集めていた真空管の寄贈方サウンドを受け、当時
自宅の 2室を天井まで占領していた真空管をまと
めて寄贈することとなりました。これを聞いて一
番喜んだのが、老後を心配して行く先を探してい
た家内でした。事実、いよいよ真空管が電通大に
嫁入りして身軽になった直後、自分たちも現在の
有料老人ホームに落ち着いた次第です。
今後は展示品の整備、その他ミュージアムが必
要とする事項を推進してゆきたいと考えています。
有澤豊志
1948年（昭和 23年）生
「ねずみ」年で出生地は山
口県下関市です。父の関係
で本籍地は高知県安芸市で
した。中学高校ではアマチ
ュア無線やオーディオ（の
初歩）を趣味とし、吹奏楽
部でユーフォニューム・バ
ス・トロンボーン及び指揮を担当しました。主に
市の行事や毎年行われる吹奏楽コンクールに参加
していました。吹奏楽はその後練習する機会はほ
とんどありませんでしたが、 1979年頃から 12~3
年ほど電通大ウインドアンサンブルに在籍させて
頂き学生と共に練習をしていました。春のコンサ
ート、「調布グリーンホール」や「たづくり」で毎
年暮れに行われる実践女子大とのジョイントコン
サートには第 1回目から十数回連続で乗せてもら
?
いました。
1967年（昭和 42年）東京・品川東大井にあり
ます「山下電気」と言うところに就職いたしまし
たが、翌年東海大学短期大学部・通信工学科（高
輪）に入り無線通信の勉強を始めました。通信術
は小祝政夫先生より反動式 (35度式）を学びまし
た。その後先生の勧めで電気通信大学短期大学
部・通信専攻科に入学、ここで宮坂武芳先生始め
多くの先生方に公私ともにお世話になりました。
卒業後運輸省航海訓練所（当時）にて運輸教官（通
信士）として（遠洋）航海中の当直と共に東京・
神戸商船大学（当時）や各商船高専の航海科・機
関科の学生に気象学と無線通信（電子工学）を教
えておりました。
1975年（昭和 50年）に電気通信大学に着任、
電波通信学科・通信技術講座（当時）にて田中正
智先生のお世話になりました。同講座の卒業研究
との交流や通信実技の授業補助、宇宙海洋通信
演習や専門実験（レーダーや SSB通信方式）の実
験などを担当しました。宮坂先生のご指導により、
通信に関する出来るだけ多くの事柄に興味を抱く
ようになりました。そのため一時的ではありまし
たが、大学内の実験局を含む殆どの無線局の運用
に携わることが出来ました。
1998年頃より情報通信工学科（当時）三木哲也
先生の研究室にお世話になり、研究室の仕事と同
時に三木研究室で開発された「RMSリアルタイム
遠隔講義システム」の運用、 JGN(Japan Gigabit 
Network) の設定と運用や SCS (Space 
Collaboration System：衛星通信大学間ネットワ
ーク）運用等を行ってまいりました。 2008年に当
館非常勤職員（学術調査員）となってから「博物
館での RFID(Radio Frequency IDentification) 
の導入に付いて」試行実験を行ってきました。ま
た最近では 3年ほど前から（当時の）学生達とワ
ンセグ放送の実験局の開設段階からお手伝いさせ
ていただいておりましたが、本年秋 (2013年）め
でた＜本免許となり、現在は卒業生や学生達が立
派に運用を行っているのを見ますと、皆よくがん
ばっているなと感慨もひとしおです。
以上長々とご紹介させていただきました。みな
さま今後共どうぞ宜しくお願い申し上げます。
編集後記
□第2号の故国府田さんの追悼記事に対し、奥様
より丁重な礼状をいただきました。
口田中さんには、「歴史資料館」開館の苦労といざ
開館してからの思いについてご執筆いただきま
した。引き続き次号で（その 3)としてその後の
思いをご執筆いただ＜予定です。
□第1号の学術調査員紹介で櫻井さんから原稿を
いただいた時、参考として在職時代の広幅複写機
開発の資料を見せていただきました。最近は広告
用ポスターなどの大型紙面の制作が昔から比べ
ると安く簡単にできるようになりました。これを
実現したのが広幅複写機の普及によるものであ
ることから、櫻井さんにこれの開発物語を連載で
執筆いただくことにしました。
口次号（第4号）は来年 1月末発行を予定しています。
皆様のご投稿を 12月末までにお寄せ下さい。
原稿は、 Eメールの場合は ， 
gmivairi@triton.ocn.ne.ip までお送り下さい。
手書きまたはワープロ印字したものを事務局に
けていただいても結構です。
（宮入源太郎）
ミュー ジアムニュー ス 第3号
発行年月日 2 0 1 3年 10月31日
発行者国立大学法人電気通信大学
UEC コミニュケー ションミュー ジアム
館長三橋渉
発行所 UEC コミニュケー ションミュー ジアム
TEL O 4 2 -4 4 3 -5 2 9 6 
FAX O 4 2 -4 4 3 -5 7 9 8 
E-Mail info@museum.uec.ac.jp 
?
